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 1｜概　要

総合型地域スポーツクラブ和歌山県協議会
～つながりに重点を置いての活動を目指す～

［連載］SC全国ネットワーク「都道府県連絡協議会」� 活動報告VOL.28

①県協議会の設立経緯について
　本県では、きのくに広域スポーツセンターが主となり、創設済みクラブを会員として県協議会の前身

である和歌山県連絡協議会を平成17年度に発足させ、クラブ間のネットワークの構築、スポーツ情報を

提供する会議の実施、クラブマネジャー研修会の実施、スポーツ交流大会の開催等の活動を行ってきま

した。しかし、設立済みクラブと創設準備中クラブとの情報交換や交流の場がありませんでした。

　このような状況を踏まえ、県内のクラブの運営力強化やクラブ間の連携の仕組みを構築し、円滑な活

動を支援する環境を整えることを目的として、創設準備中クラブも会員とした現在の県協議会が平成21

年より新たに立ち上がりました。平成25年度には、クラブ間連携の仕掛けとして各地域でそれぞれ会議

と事業を実施できるよう、県内を地域別に4つのブロックに分けてブロック会議を立ち上げました。

②県協議会の活動目的、理念について
　県協議会規約第4条に「本協議会は、県内で活動する総合型地域スポーツクラブの定着・発展を図り、

生涯スポーツ社会の実現に寄与することを目的とする」と定めています。県内の全クラブが加盟してい

る特徴を生かし、事業面、情報面等での相互連携を図り、全クラブがつながりを持てるように事業を行

っています。

総合型地域スポーツクラブ和歌山県協議会（以下「県協議会」）〇団体名………………………

 2｜活動紹介

県内57クラブ

①ブロック別会議の開催（年3 ～ 4回）　②ブロック別事業の実施

③理事会、総会の開催　④各種研修会の開催

� …………………………………
〇事業内容 ……………………

〇県協議会加盟中の総合型地域スポーツクラブ（以下「クラブ」）の数

 3｜組織体制

事務局

�

第1ブロック 第2ブロック 第3ブロック 第4ブロック

理　事
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①県内4ブロックにおける会議及び事業の開催

［第2ブロック］ドッジボール交流大会 集合写真

地域でのクラブ間連携の強化

［第1ブロック］ クラブ紹介チラシ作成

［第2ブロック］ 交流ドッジボール大会　参加者：9チーム、107名

［第3ブロック］ 情報交換会　　　　　　参加者：20名

　　　　　　  ドッジボール交流会　　 参加者：8チーム、103名

［第4ブロック］ クラブ交流研修会

　　　　　　　（1日目）参加者：13名　グラウンド・ゴルフ体験会、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　テーピング講習会、情報交換会

　　　　　　　（2日目）参加者：33名　交流グラウンド・ゴルフ大会

〇目　的…………
〇参加状況………
　（平成26年度）

ブロック別に会議を持ち、自分たちで事業を企画、運営することが定着してきたことが

大きな成果の一つです。また、県協議会の加盟金の是非について話し合われるなど、県

協議会の活動をさらに活発にしていこうとの前向きな意見が議論されるようになってき

ました。一方、本県は縦に長い地形のため、行事への参加では移動距離が課題となっ

ていました。そこで4つのエリアでブロック別に会議を持つ仕組みを作ったのですが、そ

れぞれの会議への全クラブ参加にはまだ至っていません。会議への出席がないクラブ

は事業への協力が少なく、ブロック一丸で活動できる体制づくりが今後の課題です。

〇成果と課題……

②各種研修会の開催

（ア）クラブ実践交流会の開催

（イ）和歌山県総合型地域スポーツクラブ関係者等研修会の開催

（ウ）地域スポーツ指導者等研修会の開催

クラブ運営を行う人材の資質向上を図りクラブのさらなる発展を促すとともに、クラブ間

の情報共有、交流の場とし、連携または協働につなげていくこと。

研修会を通して、クラブ間の交流が深まり、連携及び協働の足がかりとなること

ができました。

また、クラブとスポーツ推進委員との交流にもつながり、クラブの認知度が高ま

〇研修会の種類…

〇目　的…………

〇成果と課題……

［第4ブロック］クラブ交流研修会
1日目グラウンド･ゴルフ研修会参加者集合写真

 4｜連絡協議会の具体的な取り組み
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　現在は、きのくに広域スポーツセンターの予算の下、各事業を行っている状況ですが、ゆくゆくは加

盟クラブから会費を集め独自の財源を持ち、より魅力のある活動を展開できるよう検討を重ねている状

況です。今後、県協議会としては、独立した活動を行うとともにブロック別事業や各種研修会を通じて『つ

ながり』に重点を置き、クラブ間、クラブとスポーツ推進委員、クラブと市町村担当者といったクラブに

関わるすべての人や団体また、今はまだクラブやスポーツに関わりのない方々ともつながりを持ち、地

域のコミュニティづくりに貢献できる組織を目指していきたいと考えています。

総合型地域スポーツクラブ和歌山県協議会
〒640-8262　和歌山県和歌山市湊通丁北1丁目2-1　公益社団法人和歌山県体育協会内

TEL：073-431-1080　　FAX：073-433-4408

E-mail：sekizawa_h0001@pref.wakayama.lg.jp　　HP：http://www.wakayama-kouiki.jp/

りました。未育成の町村では、スポーツ推進委員がクラブ創設時、地域での核と

なることも多いことから、クラブの方と同じ研修を受け、実際にクラブの活動内

容や目指す方向を見てもらうことで、一つのきっかけ作りができたのではないか

と思われます。

今後はこのつながりを生かして、クラブ間の協働またはクラブと他団体が協働で

きる仕組みを作り上げることが課題となります。

総合型地域スポーツクラブ和歌山県協議会
（略称：ＳＣわかやまネットワーク）ロゴマーク

※こちらのロゴマークは、平成25年度に県内クラブより公募し、決定したものとなっております。

 ロゴマークを紹介します！

 5｜今後の展望

 6｜連絡先
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http://www.wakayama-kouiki.jp/

